
再生に向けた中・長期計画

～ 10 年後の 2028 年度を目指して～

・ センター機能の強化
  やアクセスの改善

　センター地区における民間
活力の活用を検討し、空き店舗
の活用やアクセスしやすい環境
整備を進めます。

・ 緑地等の環境整備、
  活用、景観形成

　身近な緑を、住民や事業者
等との協働によって維持、活
用し、緑豊かな環境と景観づ
くりを進めます。

・駐車環境の改善

　路上駐車対策等を進め、
不足している駐車場の確保
や、カーシェアリングの実証
実験等を進めます。

・ 小中一貫教育
・ 適正配置
・ 公園等の改修

　小中一貫教育の実施や学校
の適正配置の検討等により、子
どもがのびのびと学ぶ環境づく
りを進めます。

・ 回廊式の歩道橋等の
  整備、修繕

　歩道橋等の点検や修繕、
段差解消や手すりの設置等
のバリアフリー化を進めます。

・ 公共交通の維持、
  活性化

　ニーズに応じた運行内容の
見 直しや、乗 継 環 境の改 善
等により、公 共 交 通の利 便
性向上を図ります。

・防犯灯等の施設整備

　歩道や広場等への防犯灯
や防犯カメラ等の設置を進め
ます。

・ グローバルリーダー
  の発掘と育成

　外国人と日本人の橋渡し役と
なるようなグローバルリーダー
の発掘と育成を進めます。

分野

人口

住宅流通

交通

情報発信

住みやすさ

定住意向

総人口

成果指標

ホームページへのアクセス件数

公共交通の人口カバー率

戸建住宅の空き家率

40 歳未満人口の割合

菱野団地に対する満足度

居住意向 56.8％（2017 年度）

3.07 ポイント（2017 年度）

2,031 件（2017 年）

100％（2018 年度）

2.6％（2015 年度）

33.5％（2015 年）

13,113 人（2015 年）

基準値

81.7％

3.07 ポイント以上

10,000 件以上

100％

2.6％以下

33.5％以上

目標値 (2028 年度 )

12,834 人

成果指標と目標値

計画の推進体制
　住民代表・NPO 法人・市民団体・学識経験者・

民間企業・行政などで組織する「菱野団地再生計画

推進協議会」を設立し、計画を推進します。また、

PDCA サイクルに基づいて取組みの実施状況や

目標達成状況について評価・検証するとともに、

社会情勢や住民ニーズの変化を把握し、計画の見

直しを行います。

　さらに、多様な主体が連携して地域課題の解決

に取組むため、「エリアマネジメントの準備会(任

意団体)」を立ち上げます。なお、収益事業や地域

経営等による持続可能な取組みを実施するため、

「エリアマネジメントの準備会」から NPO 等の法

人格を有する「エリアマネジメント団体」の設立

を目指します。

　住民代表・NPO 法人・市民団体・学識経験者・

民間企業・行政等、さまざまな主体で組織する「菱

野団地再生計画推進協議会」を設立し、計画を推

進します。また、PDCA サイクルに基づき、取組み

の実施状況や目標達成状況について評価・検証す

るとともに、社会情勢や住民ニーズの変化を把握

し、計画の見直しを行います。

　事業者や行政等と連携して地域課題の解決に

取組むため、「エリアマネジメントの準備会(任意

団体)」を立ち上げます。なお、収益事業や地域経

営等による持続可能な取組みを実施するため、「エ

リアマネジメントの準備会」から NPO 等の法人格

を有する「エリアマネジメント団体」の設立を目指し

ます。
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推進体制のイメージ

など

住民代表

民間企業 行政

NPO法人・市民団体

学識経験者

菱野団地再生計画推進協議会

菱野団地再生計画(概要版)菱野団地再生計画(概要版)

再生の理念

計画の目的

5 つの再生の基本方針

センター地区を活用した交流拠点づくり1

安全・安心に暮らせる環境づくり2

若い世代に住みたいと選ばれる団地づくり3

高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり4

多文化共生の地域づくり5

　菱野団地の住民が一つにまとまり、事業者、企業や行政等との協働で、菱野団地の魅力を高めるあらたなまち

づくりに取り組み、誰もが住み続けたい・住みたくなる快適なまちを目指します。

　菱野団地は愛知県内でも有数の大型住宅団地として整備されましたが、入居開始から40年以上が経過し、

急激な人口減少、少子高齢化の進行をはじめ、多くの課題が存在しています。そこで、福祉、子育て、定住、交

通、まちづくりなどの分野を横断したハード・ソフト両面の取組方針や具体的なプロジェクトを示した「菱野

団地再生計画」を策定し、菱野団地のあらたなまちづくりに取り組んでいきます。

みんなでつくる、住みよいまち 菱野団地

　計画期間は 10 年間とし、3年後の2021年度までの先行プロジェクトと、10 年後の 2028 年度までの

中・長期計画を策定します。

目標年次

菱野団地の再生イメージ菱野団地の再生イメージ菱野団地の再生イメージ

センター地区

萩山台

八幡台

原山台

事業者・
民間企業

商店街

愛知県

愛知県

住宅供給公社

瀬戸市

菱野団地再生計画の実現

エリアマネジメント団体(準備会)

外国人

住民

NPO法人・

市民団体 など

大学・

学生
自治会・地域力

向上協議会



再生に向けた先行プロジェクト～３年後の 2021 年度を目指して～

空き家利活用プロジェクト

・空き家実態調査

・空き家情報バンクの活用

瀬戸市空き家情報バンク

　空き家等の存在や実態を把握し、所有者の協力のもと、

地域資源として利用することで居住環境の向上を図ります。

建替が進む原山台の県営住宅

　民間活力の導入を含めた計画的な県営住宅の建替、

改善により、住宅戸数の見直しや機能集約を図ります。

県営住宅更新プロジェクト

・民間活力の導入を含めた計画的な県営

　住宅の建替、改善

　名鉄バスやタクシー等の既存交通と連携し、住民バス

のサービス向上を図ります。

三台をつないで運行する菱野団地住民バス

住民バスプロジェクト

・運営体制の構築

・自家用有償旅客運送への移行

住民ワークショップメンバーらによる三台共同で

 実施した中央広場でのわいわいフェスティバル 

　これまでに実施した住民ワークショップの体制や

成果を活かし、事業者や行政等と連携して地域課題

の解決に取り組むとともに、地域の資産や価値を高

めるため、住民をはじめ、大学・学生や外国人等の幅

広い多様な主体からなる「エリアマネジメント団体」

を設立し、収益事業や地域経営等による持続可能な

取組みを実施します。

エリアマネジメント団体プロジェクト

・エリアマネジメント団体の設立

・センター地区賑わい創出事業

・ＩＣＴを活用したプロモーション

・親と子ども、高齢者の居場所づくり

・外国人の相談窓口の設置

先行プロジェクト 主体2018年度の取組
201９年度の取組 2020年度の取組 2021年度の取組

中・長期～

短期(1～3年後)

センター地区整備

プロジェクト

エリアマネジメント団体

プロジェクト

住民バスプロジェクト

空き家利活用プロジェクト

県営住宅更新プロジェクト

市・再生協議会

 ・エリアマネジメント団体

※

※菱野団地再生計画推進協議会の略

市・再生協議会 

・エリアマネジメント団体

市・再生協議会 

・エリアマネジメント団体

市・再生協議会 

・エリアマネジメント団体

エリアマネジメント団体

・事業者

エリアマネジメント団体

・事業者

エリアマネジメント団体

・事業者

エリアマネジメント団体

・事業者

市・運行協議会

市・自治会・所有者

・事業者

県・事業者

公社・市・再生協議会

活動拠点の検証 活動拠点の整備

中央広場の改修

効率的な駐車場の活用

中央広場の一部改修

住民ワークショップ
の実施

菱野団地わいわい
フェスティバル

Facebook、口コミ等
情報発信
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親と子どもの居場所づくり

高齢者の居場所づくり

外国人の相談窓口の設置

自家用有償旅客運送への移行

空き家情報バンクの活用

住民バス運行再開

民間活力の導入を含めた計画的な県営住宅の建替、改善

センター地区賑わい創出事業

収益事業の実施

エリア再生マネージャーの派遣

エリアマネジメント団体の設立

ICTを活用したプロモーション

運営体制の構築

空き家実態調査

センター地区整備プロジェクト

　センター地区の空き店舗等の既存ストックを活用し、

地域課題の解決や地域経営等を行うエリアマネジメン

ト団体の活動拠点を整備します。

空き店舗を活用した

住民ワークショップ

・活動拠点の整備

　誰もが利用しやすく、利用したくなる中央広場に

向けて改修を進めます。

住民と大学・学生が協働で

リノベーションした中央広場のテラス

・中央広場の改修



 

 

 

 

１ 未来の菱野団地をみんなでつくる会とは 

 ⑴ 設立の経緯 

   菱野団地の住民が住みやすく、地域を活性化することを目的として、「未来の菱野団地をみんなで

つくる会」（以下、「みんなの会」という。）準備会が昨年 12 月から進められてきました。平成 31

年 4 月 27 日（土）にみんなの会の設立総会が開催され、菱野団地のエリアマネジメント団体とし

て、三台が一体となって菱野団地のあらたなまちづくりに取組んでいくことを目指します。 

 

⑵ みんなの会の活動内容 

  ア 各団体で問題意識を共有し、解決に取り組む。 

  イ 自助・共助・公助を認識し、協働を推進する。 

  ウ 次世代の子どもにつなげる住み続けたい地域づくりを実施する。 

 

⑶ みんなの会の構成 

   菱野団地全住民、各種活動団体※を会員とする。 

   （※三台の自治会、地域力向上委員会、公民館、地区社協、民生委員児童委員、老人会、少年 

センター、保健推進員、商店街振興組合、NPO法人、小・中学校、幼稚園・保育園等） 

 

⑷ みんなの会の事業計画 

  ア みんなの夢を実現する会議 

    中央広場や旧マツザカヤストアの空き店舗等の利活用をはじめ、みんなの夢を実現するために

具体的に何をすべきかを語り合い、具現化するための会議を実施する。 

  イ みんなのフェスタ2019、みんなの盆踊り、みんなのランチ会等 

    みんなの会をＰＲし、多くの人に知ってもらうとともに住民の要望を吸い上げることを目的と

して、賑わいを創出する事業を実施する。 

 

 

未来の菱野団地をみんなでつくる会について 

１ 



２ 設立総会の開催 

⑴ 日時 

平成 31年 4月２7日（土） 午後1時 30分から午後3時30分 

⑵ 場所 

八幡小学校 体育館 

⑶ 参加者 

準備会役員12人他50名 

⑷ 内容 

  ア 発起人あいさつ 

  イ 議長選出 

  ウ 会設立の主旨説明 

  エ 議事及び結果 

   第 1号議案 定款（案） 一部修正の上、賛成多数で承認 

   第 2号議案 役員選出（案） 賛成多数で承認 

    第 3号議案 中期事業計画（案） 賛成多数で承認 

    第 4号議案 2019年度収支予算（案） 賛成多数で承認 

  オ 役員紹介 

   カ 議長解任 

   キ 来賓（瀬戸市長）あいさつ 

   ク 瀬戸市都市計画課からの説明 

     菱野団地再生計画の概要及び計画の実現に向けた今後の予定 

   ケ 今後のスケジュール 

     会員の申し込みについて、第1回定例会の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  菱野団地にお住まいの方など62名が参加され、議事に対する質疑等についても、活発に手が上が

り、「未来の菱野団地をみんなでつくる」という思いに真剣に向き合っていました。 

資料２ 



 

 

 

 

１ 第 1回定例会議 

  ⑴ 日時 

令和元年5月21日（火）午後7時30分から 

  ⑵ 場所 

八幡台地域交流館 

  ⑶ 出席者 

28人 

  ⑷ 内容 

   ア 自己紹介 

   イ 思っていること・困っていること 

    ・高齢者、外に出られない人が便利に暮らせるようにしたい 

    ・高齢者の買物対策が必要 

 ・外国人にゴミ捨てのルールを周知できていない 

    ・不法投棄が目立つ 

    ・中央広場でイベントをやりたい  

    ・商店街で居場所づくりをしたい 

・子ども、若い人の居場所づくりが必要 

・子ども、若い人に選ばれる魅力づくりも大切 

・スピード感をもって実行していく 

・取組みに優先順位をつける 

・菱野団地再生計画をベースに取組みの柱を立てる 

 

未来の菱野団地をみんなでつくる会の取組状況について 

特に意見の多かったこと 

高齢者 マナー イベント 居場所 

２ 



2 第 2回定例会議 

 ⑴ 日時 

令和元年6月18日（火）午後7時30分から 

  ⑵ 場所 

八幡台地域交流館 

  ⑶ 出席者 

22人 

  ⑷ 内容 

   ア 賑わい創出・イベントの検討 

    ・名称：「みんなの会 わいわいフェスティバル」 

    ・開催日：１０月下旬から１１月上旬の土曜日 

    ・商店街が例年実施している「さんま祭り」と合わせて開催 

   イ ちいさな賑わい活動 

    ・みんなのランチ会、ビアガーデンなど、商店街と連携して取り組む 

    ・菱野団地中央広場や商店街などセンター地区の清掃 

   ウ 活動イメージの実現に向けて 

    ・賑わい創出・イベントだけでなく、活動のイメージの実現に向けて取組むことを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜みんなの会活動のイメージ＞ ※ 設立総会資料より抜粋 

① 中央広場の利活用 ・・・賑わいの回復、バリアフリー 

② 住民や各種団体からの意見の吸い上げ ・・・住み続けたいと思えるまちづくり 

③ 交流イベントの開催 ・・・高齢者、子育て世代、多文化もふくめた居場所づくり 

④ 住民バス運行による  ・・・交通弱者の移動手段の確保 

 

 第１回定例会議では、それぞれの会員が最近気になっていることを共有し、第2回定例会議では、

今年度開催する賑わい創出・イベントの検討を行いました。 














